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ラジオ体操第１　元気よーく　いち・に・さん!!

おおたま生
い

き粋
いき

大学第５回学習会（10月10日）

　NHKテレビ「みんなの体操」でおなじみの体操指導者から
自宅でも気軽にできる「ラジオ体操」の極意を学びました。

９月定例会開催　平成29年度一般会計・特別会計　決算���� ２～４
　　　　　　　　決算審査特別委員会������������ ５～６
　　　　　　　　９月補正予算と９月定例会議決結果������� ７
議員発議 　地方財政の充実・強化を求める意見書� ��������������� ８
一般質問 　ここが聞きたい！　５人の議員が登壇��������� ９～13



議会だより 2

農林水産業費
●農業機械等共同利用整備事業補助� 3,377万円
●中山間地域等直接支払制度� 4,517万円
●あだたらの里直売所建設事業� 2億5,008万円
●遠藤ヶ滝遊歩道整備事業� 1,337万円
●有害鳥獣被害防止対策事業� 196万円

土木費
●道路維持事業� 5,564万円
●道路新設改良事業� 1億4,722万円
●災害公営住宅隣接道路改良事業� 5,977万円
●公営住宅管理事業� 770万円

教育費
●幼稚園３年保育事業� 2億3,978万円
●地域学校協働活動事業� 292万円
●プール・テニスコート管理事業� 2,091万円

衛生費
●検診事業� 2,632万円
●原発事故関連健康管理� 301万円
　（内部被ばく検査など）
●再生可能エネルギー利用促進事業� 240万円
●広域行政組合衛生費負担金� 1億2,352万円

商工費
●商工業振興事業� 3,263万円
●観光振興事業� 2,656万円
●ふるさと納税事業� 1,520万円

消防費
●広域行政組合消防費負担金� 1億2,045万円
●消防団活動事業� 2,857万円
●消防施設整備事業� 863万円

前年度より8億8,767万円増↑

幼稚園３年保育に向� けた幼稚園舎増築の環境整備など

　

９
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
25
件
（
専
決
処
分
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
決
算
認
定
９
件
、
補
正
予
算
８
件
、
契
約
２
件
、

村
道
路
線
認
定
１
件
、
報
告
３
件
）
及
び
議
員
発
議
１
件
、
合
わ
せ
て
26
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
29
年
度
一
般
会
計
な
ど
９
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
は
３
件
、
陳
情
は
１
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
会
開
催

依存財源
42億4,479万円
　　65.5％

自主財源
22億2,536万円
　 34.5％

地方交付税
17億1,980万円
　　　 26.6％

議会費
7,109万円　1.2％

総務費
22億9,642万円
　　　 37.8％

総務費
22億9,642万円
　　　 37.8％

民生費
10億2,546万円
　　　 16.9％

民生費
10億2,546万円
　　　 16.9％

衛生費
2億6,738万円
　　　 4.4％

衛生費
2億6,738万円
　　　 4.4％

農林水産業費
6億4,012万円
　　　10.5％

農林水産業費
6億4,012万円
　　　10.5％

土木費
3億5,624万円
　　　 5.9％

土木費
3億5,624万円
　　　 5.9％

教育費
7億425万円
　　11.6％

教育費
7億425万円
11.6％消防費

2億3,333万円
　　　 3.8％

公債費
3億9,392万円
　 　  6.5％

国庫支出金
7億1,464万円
　　　11.0％県支出金

9億6,605万円
　　　14.9％

村債
5億7,930万円
　　　 9.0％

村税
9億51万円
　 13.9％

繰越金
5億2,116万円
　　　 8.1％

60億
7,204万円

一般会計
歳　出

64億
7,015万円

一般会計
歳　入

※その他（依存財源）
　•地方譲与税　　　　　　1.2％
　•利子割交付金　　　　　　－
　•配当割交付金　　　　　　－
　•株式等譲渡所得割交付金　　－
　•地方消費税交付金　　　2.2％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.2％
　•自動車取得税交付金　　0.3％
　•地方特例交付金　　　　0.1％
　•交通安全対策特別交付金　　－
　　　　　　　　　　　　　4.0％

※その他（依存財源）
　•地方譲与税　　　　　　1.2％
　•利子割交付金　　　　　　－
　•配当割交付金　　　　　　－
　•株式等譲渡所得割交付金　　－
　•地方消費税交付金　　　2.2％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.2％
　•自動車取得税交付金　　0.3％
　•地方特例交付金　　　　0.1％
　•交通安全対策特別交付金　　－
　　　　　　　　　　　　　4.0％

※その他
　•労働費　　　　 15万円　 －
　•商工費　　　7,438万円　1.2％
　•災害復旧費　　930万円　0.2％
　•諸支出金　　　　－ －
　　　　　　　　　　　　　 1.4％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 1.2％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.4％
　•繰入金 8.3％
　•諸収入 1.9％
　 12.5％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 1.2％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.4％
　•繰入金 8.3％
　•諸収入 1.9％
　 12.5％
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総務費
●デマンド型乗合タクシー事業� 525万円
●線量低減化活動事業� 5億7,804万円
●ため池放射性物質対策業務委託事業
� 3億5,777万円
●国際交流事業（台湾交流）� 586万円
●国際交流事業（マチュピチュ交流）� 265万円

平成29年度　決算
一般会計
特別会計

歳
出80億7,309万円を認定

幼稚園３年保育に向� けた幼稚園舎増築の環境整備など

依存財源
42億4,479万円
　　65.5％

自主財源
22億2,536万円
　 34.5％

地方交付税
17億1,980万円
　　　 26.6％

議会費
7,109万円　1.2％

総務費
22億9,642万円
　　　 37.8％

総務費
22億9,642万円
　　　 37.8％

民生費
10億2,546万円
　　　 16.9％

民生費
10億2,546万円
　　　 16.9％

衛生費
2億6,738万円
　　　 4.4％

衛生費
2億6,738万円
　　　 4.4％

農林水産業費
6億4,012万円
　　　10.5％

農林水産業費
6億4,012万円
　　　10.5％

土木費
3億5,624万円
　　　 5.9％

土木費
3億5,624万円
　　　 5.9％

教育費
7億425万円
　　11.6％

教育費
7億425万円
11.6％消防費

2億3,333万円
　　　 3.8％

公債費
3億9,392万円
　 　  6.5％

国庫支出金
7億1,464万円
　　　11.0％県支出金

9億6,605万円
　　　14.9％

村債
5億7,930万円
　　　 9.0％

村税
9億51万円
　 13.9％

繰越金
5億2,116万円
　　　 8.1％

60億
7,204万円

一般会計
歳　出

64億
7,015万円

一般会計
歳　入

※その他（依存財源）
　•地方譲与税　　　　　　1.2％
　•利子割交付金　　　　　　－
　•配当割交付金　　　　　　－
　•株式等譲渡所得割交付金　　－
　•地方消費税交付金　　　2.2％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.2％
　•自動車取得税交付金　　0.3％
　•地方特例交付金　　　　0.1％
　•交通安全対策特別交付金　　－
　　　　　　　　　　　　　4.0％

※その他（依存財源）
　•地方譲与税　　　　　　1.2％
　•利子割交付金　　　　　　－
　•配当割交付金　　　　　　－
　•株式等譲渡所得割交付金　　－
　•地方消費税交付金　　　2.2％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.2％
　•自動車取得税交付金　　0.3％
　•地方特例交付金　　　　0.1％
　•交通安全対策特別交付金　　－
　　　　　　　　　　　　　4.0％

※その他
　•労働費　　　　 15万円　 －
　•商工費　　　7,438万円　1.2％
　•災害復旧費　　930万円　0.2％
　•諸支出金　　　　－ －
　　　　　　　　　　　　　 1.4％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 1.2％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.4％
　•繰入金 8.3％
　•諸収入 1.9％
　 12.5％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 1.2％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.4％
　•繰入金 8.3％
　•諸収入 1.9％
　 12.5％

民生費
●社会福祉協議会活動支援事業� 6,262万円
●国民健康保険特別会計繰出金� 8,753万円
●高齢者地域活動等支援事業� 581万円
●児童手当支給事業� 1億5,759万円
●子育て支援医療費等助成� 5,735万円

84億3,532万円

78億5,969万円

71億4,468万円

66億7,874万円
56億6,218万円

51億4,102万円

64億7,015万円

60億7,204万円

■歳入　　　■歳出■ ■

一般会計　歳入歳出決算の推移

26年度 27年度 28年度 29年度
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平成29年度　決算額

経常収支比率…村の税
金など毎年決まって入
るお金に対して、職員
の給料などの毎年決
まって出るお金の割合
を示す指標。100％の
場合、自由に使えるお
金はゼロである。大玉
村は88.2％で、自由に
使えるお金は11.8％に
なる。

財政力指数…村で集め
られるお金がどの程度
あるかを示す指標。指
数が高いほど自主財源
の割合が高く、財政力
が強い。数値が１を超
える場合、100％自主
的な収入で運営できる
ことになり、普通交付
税の交付を受けない。

実質公債費比率…村の
実質的な借金が財政規
模に対してどの程度あ
るかを示す指標。数値
が高いほど返済の負担
が大きい。25％を超え
ると早期健全化を求め
られる。

将来負担比率…村の税
金など毎年決まって
入ってくるお金に対し
て、将来、負担となる
村の借金などがどの程
度の割合になるかを示
す指標。

地
方
税
の
確
保
お
よ
び
経
常
経
費
の
削
減
を

代
表
監
査
委
員
　
　
　
甲
野
藤 

健
一

議
会
選
出
監
査
委
員
　
須
藤
　
軍
蔵

決
算
を
読
み
解
く

財
政
指
標
は
「
健
全
」

決
算
審
査
意
見

　

平
成
29
年
度
の
決
算
審

査
を
８
月
17
日
か
ら
23
日

ま
で
の
日
程
で
行
い
ま
し

た
。
審
査
意
見
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
意
見

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

　

予
算
執
行
に
関
す
る
事

務
処
理
に
つ
い
て
は
、
例

月
出
納
検
査
、
２
月
の
定

期
監
査
で
審
査
し
、
指
摘

事
項
、
改
善
事
項
は
そ
の

都
度
指
導
を
行
っ
た
。
特

に
次
の
事
項
を
付
し
て
決

算
審
査
の
意
見
と
す
る
。

　

①　

村
税
等
に
占
め
る
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
、
物
件
費
及
び
補
助
費

等
の
経
常
収
支
比
率
が
、

依
然
高
い
指
標
（
88
・

２
％
）
を
示
し
て
い
る
。

村
税
等
の
確
保
と
物
件
費

の
縮
減
に
よ
り
、
経
常
収

支
比
率
の
改
善
を
さ
れ
た

い
。

　

②　

村
税
（
８
１
６
５

３
千
円
）、
国
民
健
康
保
険

税
（
７
７
２
１
４
千
円
）、

農
業
集
落
排
水
事
業
使
用

料
（
１
０
９
３
千
円
）
及

び
介
護
保
険
料
（
１
９
９

６
千
円
）
の
収
入
未
済
額

（
滞
納
額
）
が
年
々
累
積
傾

向
に
あ
る
。
収
入
未
済
額

の
解
消
に
、
よ
り
一
層
村

税
等
の
確
保
に
努
力
さ
れ

た
い
。

審
査
意
見

（
水
道
事
業
会
計
）

　

収
益
的
収
支
及
び
収
支

状
況
か
ら
見
る
と
、
経
営

状
況
は
良
好
で
あ
り
、
今

後
と
も
適
正
な
運
営
及
び

健
全
運
営
に
努
め
ら
れ
た

い
。

会　　計　　名 歳　　入 歳　　入
対前年度比％ 歳　　出 歳　　出

対前年度比％
一般会計 64億7,015万円 114.3 60億7,204万円 118.1
国民健康保険特別会計 11億955万円 101.2 9億9,858万円 93.9
玉井財産区特別会計 923万円 95.6 498万円 80.6
アットホームおおたま特別会計 1億2,611万円 102.5 1億1,650万円 105.0
農業集落排水事業特別会計 1億2,654万円 101.2 1億2,056万円 101.0
土地取得特別会計 858万円 80.9 858万円 80.9

介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 6億9,463万円 102.5 6億8,784万円 103.0
【介護サービス事業勘定】 200万円 51.4 166万円 55.3

後期高齢者医療特別会計 6,274万円 99.3 6,235万円 98.8

水道事業
会　　計

【収益的支出】 1億6,686万円 99.9 1億5,612万円 104.3
【資本的支出】 1億1,543万円 72.5 1億8,617万円 69.1

29年度 88.2％

28年度 87.2％

29年度 0.367

28年度 0.359

29年度 6.8％

28年度 6.0％

29年度 17.7％

28年度 11.8％

国
早期健全 25.0％

財政再建 35.0％

国 早期健全 350.0％

経 常 収 支 比 率財 政 力 指 数実質公債費比率将 来 負 担 比 率
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総務文教分科会

産業厚生分科会

分
科
会
の
質
疑

　
分
科
会
で
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　  

総
　
務
　
課  

問 　

日
本
各
地
で
災
害
が
起
き
て
い
る
。
災
害
時
備
蓄
品

の
補
充
状
況
は
。

答 　

毛
布
、
食
器
、
缶

詰
等
の
食
料
を
備
蓄

し
て
い
る
。
プ
ラ
ン

ト
５
と
の
災
害
時
応

援
協
定
に
よ
り
、
常

に
水
や
食
料
等
を
購

入
で
き
る
体
制
も
整

え
て
い
る
。

　

  

政
策
推
進
課  

問 　

行
政
区
長
の
役
割
が
年
々
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
。

負
担
増
に
対
し
て
の
改
善
は
。

答 　

事
業
の
積
み
重
ね
で
区
長
の
業
務
が
増
え
て
い
る
。

事
業
削
減
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
行
政
改
革
の

意
識
を
も
っ
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

問 　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
試
行
に
よ
る
広
域
バ
ス
利
用

者
の
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

答 　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
使
用
者
増

に
伴
い
、
広
域
バ

ス
利
用
者
は
、
前

年
度
よ
り
１
２
３

３
人
減
少
し
、
８

３
３
８
人
で
あ
る
。

　
　
　

よ
り
効
率
的
な

運
行
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　  

税
　
務
　
課  

問 　

税
収
確
保
の
た
め
収
納
率
改
善
の
対
策
は
。

答 　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
有
資
格
職
員
に

よ
る
助
言
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
新

た
な
滞
納
者
を
出
さ
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

  

教
育
総
務
課  

問 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
の
参
加
者
に
固
定

化
が
み
ら
れ
る
。
多
く
の
村
民
が
参
加
で
き
る
方
策
は
。

答 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
で
も
議
論
と

な
っ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
も
一
体
と
な
っ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
分
科
会

９月12日

９月12日

決算審査特別委員会
　平成29年度一般会計、特別会計など９会計の決算認定議案に

ついて、決算審査特別委員会を11日に設置し、審査しました。

　総務文教分科会、産業厚生分科会の２分科会を設置し、９月

12日は各部の部長、課長等に決算概要の説明を求め、審査しま

した。

　13日の決算審査特別委員会では、各分科会からの報告を受け、

特別委員会の意見を取りまとめました。

　14日の本会議最終日には決算審査特別委員会委員長が審査の

結果については意見を付け加え、全議案認定すべきものと報告

しました。

利用者が減少している広域生活バス

大玉村防災備蓄倉庫
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住
民
生
活
課
・
健
康
福
祉
課  

問 　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
収
入
未
済
額
の
解
消
策
は
。

答 　

税
の
公
平
性
と
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
へ
の
理
解
を

い
た
だ
き
、
収
入
未
済
額
の
解
消
に
努
め
た
い
。

　

  

健
康
福
祉
課  

問 　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
の
対
策
は
。

答 　

特
定
検
診
等
の
健
康
診
断
の
案
内
を
徹
底
し
、
受
診

率
向
上
を
図
り
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
努
め
る
。

ま
た
、
生
活
習
慣
改
善
の
指
導
を
実
施
し
、
医
療
費
を

抑
え
た
い
。

　

  

建
　
設
　
課  

問 　
国
道
４
号
線
沿
線
の
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

答 　

土
地
利
用
の
基
本
的
な
開
発
の
青
写
真
は
作
成
済
み

で
あ
る
。
青
写
真
を
も
と
に
農
振
除
外
要
件
の
緩
和
を

関
係
機
関
に
求
め
て
い
き
た
い
。

　

  

産
　
業
　
課  

問 　

風
評
被
害
の
現
状
と
対
策
は
。

答 　

農
産
物
の
風
評
被
害
は
い
ま
だ
に
あ
る
。
今
後
も
、

友
好
交
流
都
市
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
農
産
物
の
対
面
販
売

な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
意
見

　
13
日
は
各
分
科
会
の
報
告
を
も
と
に
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　  

総
　
務
　
部  

①　

村
税
等
の
確
保
と
税
負
担
の
公
平
性
に
努
め
不
能
欠

損
額
、
滞
納
額
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源

確
保
に
つ
な
が
る
物
件
費
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
広
域
生
活
バ
ス
の
一
本
化
な

ど
効
率
的
運
行
に
つ
い
て
検
討
願
い
た
い
。

③　

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
支
援

内
容
を
検
討
し
、
村
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

④　

玉
井
財
産
区
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
小
高
倉
山
地

区
の
生
態
系
及
び
環
境
保
護
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
研
究
に
引
き
続
き
務
め
ら
れ
た

い
。

　  

教
　
育
　
部  

①　

平
和
教
育
推
進
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
来
年
度
は
10

回
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
実
施

を
検
討
さ
れ
た
い
。

②　

幼
稚
園
３
年
保
育
事
務
事
業
に
関
連
し
、
次
年
度
よ

り
幼
保
無
償
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
め
に
情

報
を
収
集
し
、
適
切
な
対
応
を
願
う
。

③　

村
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
住
民
の
健
康
管
理
の
観
点

か
ら
、
今
後
の
方
向
性
等
検
討
願
い
た
い
。

　  

住
民
福
祉
部  

①　

国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
各
保
険
料
の
収
入
未
済

額
を
減
ら
す
べ
く
、
税
務
課
と
協
力
の
上
、
徴
収
率
の

向
上
を
図
る
こ
と
。

②　

特
定
健
康
診
査
及
び
各
種
健
診
事
業
に
つ
い
て
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　  

産
業
建
設
部  

①　

国
道
沿
線
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
農
地
利
用
形
態

の
変
更
を
可
能
と
す
る
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

強
力
に
進
め
る
こ
と
。

②　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
に
つ
い
て
、
地
産
地
消
に

努
め
計
画
的
な
施
設
運
営
を
図
る
こ
と
。

９月13日

決算審査特別委員会

産
業
厚
生
分
科
会
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平成30年度　９月補正予算
　
消
防
団
員
自
動
車
等
運
転
免
許
取
得
費
補
助
事
業

 

補
正
額
　
37
万
円
　  

問 　

補
助
事
業
の
内
容
は
。

答 　

消
防
団
の
車
両
17
台
の
う
ち
６
台
が
３
・
５
ｔ
以
上

の
車
両
で
あ
る
。
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
平
成
29
年

３
月
12
日
以
降
の
普
通
免
許
取
得
者
は
、
３
・
５
ｔ
未

満
の
車
両
し
か
運
転
が
で
き
な
い
。
緊
急
時
の
迅
速
な

出
動
の
た
め
に
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
費
用
を
全
額

補
助
す
る
。
ま
た
オ
ー
ト
マ
限
定
解
除
の
費
用
も
全
額

補
助
す
る
。

会　計　名 補　正　額 総　　　額

一般会計 4億8,334万円 51億5,932万円

国民健康保険特別会計 8,110万円 9億8,281万円

玉井財産区特別会計 375万円 830万円

アットホームおおたま特別会計 △3,065万円 8,118万円

農業集落排水事業特別会計 599万円 1億2,429万円

介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 3,146万円 7億6,903万円

【介護サービス事業勘定】 24万円 154万円

後期高齢者医療特別会計 40万円 6,732万円

９月定例会　議決結果
議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果

議案第45号 平成30年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を求めることについて 原案可決

議案第46号 大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第47号 平成29年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第48号 平成29年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第49号 平成29年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第50号 平成29年度アットホームおおたま特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第51号 平成29年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第52号 平成29年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第53号 平成29年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第54号 平成29年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

議案第55号 平成29年度大玉村水道事業会計決算認定について 認定

議案第56号 平成30年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第57号 平成30年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第58号 平成30年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 原案可決

議案第59号 平成30年度アットホームおおたま特別会計補正予算について 原案可決

議案第60号 平成30年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第61号 平成30年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第62号 平成30年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第63号 平成30年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第64号 平成29年度地方創生拠点整備交付金繰越事業アットホームおおたま改修工事請負契約について 原案可決

議案第65号 平成30年度応急仮設住宅撤去工事（安達太良Ⅰ期）請負契約について 原案可決

議案第66号 村道路線の認定について 認定

議員発議第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決

議
会
が
注
目
す
る
予
算



議会だより 8

※一般質問とは…議員が村の行財政全般にわたって、村に対し、説明を求めまたは所信をただすこと。
大玉村議会の一般質問の時間は、一人30分以内で、答弁時間は含まない。

●９月定例会に提出された陳情

意　見　書 提　　出　　先

地方財政の充実・強化を求める意見書
内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣府
特命担当大臣（地方創生、規制改革）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

※意見書とは…地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめたもの。地方自治法第99条には、「地方自治体
の議会は、当該普通公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる」と規定さ
れている。具体的には、議員が発議して本会議にはかり、議長名で関係機関に提出する。

議員発議 　意見書１件を提出

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

５
人
の
議
員
が
登
壇

　９月定例会では、９月10日に５人の議員が一般質問を行いました。
　質問と答弁を要約した内容は、質問順に９ページから13ページです。

●９月定例会に提出された請願

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

地方財政の充実・強化を求める意見書提出
の陳情について

二本松市高田
日本労働組合総連合会福島県連合会
二本松・安達地区連合　議長　高橋　誉

総務文教 採　択

件　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 審査結果

学校給食費の無料化を求める請願
大玉村大山字南小屋
新日本婦人の会大玉支部　代表　三瓶　和子

武田悦子 総務文教 不採択

県に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」提出についての請願

大玉村大山字南小屋
新日本婦人の会大玉支部　代表　三瓶　和子

武田悦子 総務文教 不採択

国に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」提出についての請願

大玉村大山字南小屋
新日本婦人の会大玉支部　代表　三瓶　和子

武田悦子 総務文教 不採択

押
おし

山
やま

　義
よし

則
のり １．西日本豪雨災害を受け大玉村の防災状況を検証する

２．幼保無償化への対応を！
９ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り １．高齢者が参加しやすい場、きっかけづくりについて

２．自然災害時に村民の避難行動につなげる情報提供を
10ページ

松
まつ

本
もと

　　昇
のぼる １．アットホームおおたまの改修後について

２．松くい虫の被害状況とその対策について
11ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう １．核兵器のない平和な世界を願って

２．平和教育推進について
12ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．再生可能エネルギーとこれからの村づくりについて

２．高齢者支援の現状と今後の取り組みについて
13ページ
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

政
府
方
針
で
は
来
年
10
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
幼
保
の

無
償
化
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
対
応
を
問
う
。

幼
保
無
償
化
へ
の
対
応
を
！

押
山
義
則
議
員

質問趣旨
自然災害が多発する中、村民の命を守るという観点から、
土砂災害対策等の見直しを提案する。

西日本豪雨災害を受け大玉村の防災状況を検証する

押
山　

土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
へ
の
説
明
会
の
開

催
、
周
知
徹
底
、
自
主
防
災

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め

る
。産業

建
設
部
長　

特
別
警

戒
区
域
は
村
内
に
13
箇
所
あ

る
。
今
後
さ
ら
に
11
箇
所
が

追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
の

発
生
が
予
見
さ
れ
る
場
合

は
、
巡
回
の
強
化
や
該
当
地

域
住
民
へ
の
電
話
に
よ
る
注

意
喚
起
な
ど
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
地
域
防
災
計
画
や

防
災
マ
ッ
プ
等
も
関
係
各
部

課
と
検
討
を
進
め
た
い
。

押
山　

地
域
防
災
計
画
制

度
や
防
災
士
制
度
等
を
活
用

し
、
雨
量
計
の
設
置
、
要
配

慮
者
※

へ
の
支
援
体
制
の
強

化
、
防
災
教
育
の
強
化
、
地

域
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
を

求
め
る
。

住
民
福
祉
部
長　

地
区
ご

と
に
防
災
計
画
を
作

り
、
危
険
箇
所
等
を
認

識
し
て
い
た
だ
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
雨

量
計
は
防
災
行
政
無
線

更
新
の
際
に
設
置
数
を

増
や
し
て
い
る
。

村
長　

現
在
、
要
配

慮
者
一
人
一
人
に
連
絡

や
避
難
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
役
場
の
み
で
の
対

応
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
の

で
、
地
域
組
織
で
の
対
応
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
想
定
外
の
災
害
」
が
常

態
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
以
降
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
た
い
。

※
要
配
慮
者　

要
介
護
高
齢
者
、
障

が
い
児
者
、
難
病
患
者
、
乳
幼
児
、

妊
産
婦
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
慢
性

疾
患
を
有
す
る
者
、
外
国
人
等
、

特
に
配
慮
を
有
す
る
者
。

幼稚園３年保育に伴い増築された大山幼稚園

押
山　

幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
向
け
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
問

う
。住民

福
祉
部
長　

村
で
は

第
２
子
以
降
に
つ
い
て
住
民

税
の
課
税
非
課
税
に
関
わ
ら

ず
無
償
化
に
し
て
い
る
。
今

後
、
無
償
化
と
な
れ
ば
、
希

望
者
が
増
え
て
く
る
可
能
性

も
あ
る
。
特
に
０
歳
児
保
育

に
は
保
育
士
の
数
が
必
要
と

な
る
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て

ま
だ
具
体
的
な
検
討
に
は

入
っ
て
い
な
い
。

教
育
長　

幼
稚
園
で
は
３

年
保
育
を
実
施
し
て
い
る

が
、
制
度
変
更
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
無
い
と

考
え
る
。
預
か
り
保
育
の
増

加
に
も
十
分
対
応
が
可
能
と

思
う
。

押
山　

各
自
治
体
で
は
無

償
化
に
よ
り
保
育
所
の
申
し

込
み
が
増
え
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
に
逆
行
す
る
の
で
は
と
の

反
応
も
あ
る
。
ま
た
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
に
よ
り
、
保

育
士
の
人
材
争
奪
戦
も
考
え

ら
れ
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。

村
長　

大
玉
村
と
し
て
第

２
子
以
降
の
無
償
化
は
継
続

す
る
。
ま
た
、
０
歳
児
の
在

宅
で
の
保
育
支
援
や
村
外
の

保
育
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
保
育
費
の
支
援
な
ど

あ
る
が
、
制
度
変
更
後
も
継

続
し
、
利
用
者
の
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
る
。
村
と
し
て
は
保
育
士

の
待
遇
改
善
も
検
討
し
て
い

く
。
重
要
な
政
策
で
あ
る
た

め
、
後
退
の
な
い
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。

新設された雨量計の雨量を観測するシステム
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

自
然
災
害
か
ら
村
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
、

正
確
な
情
報
提
供
と
確
実
な
情
報
提
供
手
段
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

自
然
災
害
時
に
村
民
の
避
難
行
動
に

つ
な
げ
る
情
報
提
供
を

質問趣旨
健康で生きがいのある生活が送れるよう、気軽に参加できる場や
情報提供が必要だと考える。

高齢者が参加しやすい場、きっかけづくりについて
佐
原 

佐
百
合
議
員

佐
原　

行
政
主
催
の

講
座
や
教
室
は
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

と
思
う
。
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を

運
べ
な
い
高
齢
者
へ
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長　

60
歳
以
上
を
対

象
に
し
た
「
お
お
た
ま
生
き

粋
大
学
」
は
、
年
７
回
、
開

催
し
て
い
る
。
今
年
度
の
受

講
生
68
名
の
う
ち
14
名
を
職

員
が
送
迎
を
し
て
い
る
。
今

後
も
、
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

佐
原　

自
主
的
な
活
動
を

し
た
い
と
思
っ
て
も
、
負
担

と
感
じ
る
人
が
多
い
と
思
う
。

そ
の
方
々
の
支
援
や
集
ま
る

場
所
を
増
や
す
た
め
の
施
策

は
あ
る
か
。

村
長　

地
域
の
中
に
徒
歩

で
行
け
る
場
所
と
機
会
を

作
っ
て
い
く
の
が
大
切
で
あ

る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
な
い
地

区
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上

げ
を
推
進
す
る
。
地
域
で
日

常
的
に
事
業
展
開
で
き
る
よ

う
な
方
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。佐原　

社
会
参
加
へ
の
第

一
歩
は
、
家
族
の
後
押
し
や

協
力
も
重
要
だ
と
思
う
。
家

族
や
全
村
民
に
伝
わ
る
情
報

提
供
の
手
段
に
つ
い
て
具
体

的
な
計
画
は
あ
る
か
。

村
長　

村
民
に
必
要
な
事

業
や
情
報
が
あ
る
。
各
担
当

で
検
討
し
、
情
報
提
供
に
努

め
た
い
。

職員の送迎で通学する
「おおたま生き粋大学生」

杉田川（平成29年10月）

佐
原　

国
土
交
通
省
が
作

成
し
て
い
る
「
わ
が
ま
ち
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
、
近
隣

市
町
村
の
洪
水
や
土
砂
災
害

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。
大
玉
村
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
が
作
成
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
部
長　

火
山
災

害
や
地
震
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
あ
る
が
、
洪
水
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
し

て
い
な
い
。
今
後
は
土
砂
災

害
や
洪
水
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
整
備
を
図
り
た
い
。

村
長　

想
定
で
き
な
い
こ

と
が
起
こ
り
得
る
の
が
近
年

の
災
害
で
あ
る
。
洪
水
や
土

砂
災
害
の
可
能
性
が
あ
る
場

所
が
な
い
か
、
も
う
一
度
精

査
し
た
い
。
土
砂
災
害
指
定

区
域
は
、
今
年
中
に
県
が
追

加
指
定
す
る
予
定
が
あ
る
。

そ
の
段
階
で
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
た

い
。
そ
の
際
、
洪
水
の
危
険

性
が
あ
れ
ば
追
加
し
て
作
っ

て
い
き
た
い
。

佐
原　

登
録
し
た
人
に
配

信
す
る
村
独
自
の
防
災
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
手
段
も

あ
る
。
高
齢
者
を
家
に
残
し

仕
事
に
出
て
い
る
家
族
や
遠

く
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
に
も

伝
わ
る
方
法
を
考
え
て
い
る

か
。住民

福
祉
部
長　

ま
ず
、

村
内
に
い
る
人
に
対
し
て
周

知
す
る
の
が
防
災
無
線
で
あ

る
。
危
険
箇
所
に
住
ん
で
い

る
方
に
は
消
防
団
が
巡
回
や

広
報
を
し
て
い
る
。
要
配
慮

者
に
は
職
員
が
個
別
に
電
話

を
し
て
い
る
。
防
災
無
線
の

内
容
を
大
玉
村
に
い
な
く
て

も
受
信
で
き
る
方
法
が
あ
る

が
、
戸
数
が
限
ら
れ
て
い

る
。
危
険
度
の
高
い
箇
所
に

住
ん
で
い
る
方
に
は
登
録
も

可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で

検
討
し
た
い
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

村
内
で
松
く
い
虫
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

森
林
を
守
る
観
点
か
ら
被
害
状
況
及
び
そ
の
防
止
策
を
伺
う
。

松
く
い
虫
の
被
害
状
況
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て

質問趣旨
今後の運営の在り方について伺う。

アットホームおおたまの改修後について
松
本
　
昇
議
員

改修工事中の
アットホームおおたま

松くい虫の被害を受けた山林

松
本　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お

お
た
ま
の
改
修
後
の
運
営
は
、

現
在
と
同
じ
く
村
営
か
、
指

定
管
理
と
す
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

直
営
と

す
る
の
か
、
指
定
管
理
と
す

る
の
か
現
時
点
で
は
決
定
し

て
い
な
い
。
具
体
的
な
運
営

方
法
等
は
、
今
後
十
分
に
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

松
本　

従
業
員
は
９
月
15

日
で
契
約
が
満
了
し
、
解
雇

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

従
業
員
の
方
か
ら
相
談
を
受

け
て
き
た
が
、
全
く
村
の
対

応
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
な
ぜ
寄
り
添
っ
て

対
応
し
て
や
れ
な
か
っ
た
の

か
伺
う
。

副
村
長　

ほ
と
ん
ど
の
従

業
員
の
方
と
８
月
末
ま
で
に

面
談
を
し
、
誠
心
誠
意
伺
い

な
が
ら
、
公
共
事
業
へ
の
理

解
を
お
願
い
し
た
い
と
お
話

し
て
い
る
。

松
本　

風
呂
場
改
修
に
よ

る
温
泉
量
確
保
は
十
分
に
対

応
で
き
る
の
か
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

湯
船
が

大
き
く
な
る
こ
と
で
、
約
４

立
方
㍍
ほ
ど
の
温
泉
湯
量
が

多
く
必
要
に
な
る
と
試
算
し

て
い
る
。
現
在
の
泉
質
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
温
泉
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
十
分
に

可
能
と
考
え
て
い
る
。

松
本　

松
く
い
虫
の
被
害

状
況
を
伺
う
。
村
内
全
域
を

見
渡
す
と
山
林
の
一
部
分
が

褐
色
に
な
り
、
松
く
い
虫
の

被
害
が
広
が
っ
て
い
る
。
村

で
は
、
ど
こ
ま
で
把
握
し
て

い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

村
内
全

域
で
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
特
に
又
兵
衛
山
、
板
倉
、

名
倉
山
に
被
害
が
集
中
し
て

い
る
。

松
本　

こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の

か
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

地
上
散

布
、
衛
生
伐
や
危
険
木
伐
採

と
い
わ
れ
る
伐
倒
駆
除
を
実

施
し
て
い
る
。
個
人
で
業
者

に
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
１

件
に
つ
き
上
限
５
万
円
の
松

く
い
虫
被
害
木
伐
倒
補
助
金

が
あ
る
。

松
本　

被
害
解
消
に
向
け

た
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

今
ま
で

の
対
策
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

一
番
は
人
家
や
道
路
、
人
的

な
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
な

対
策
を
主
眼
に
進
め
て
い
く
。

松
本　

村
の
木
で
あ
る
松

を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が

大
切
と
思
う
が
、
松
く
い
虫

被
害
解
消
に
向
け
た
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

村
長　

正
直
な
と
こ
ろ
防

除
の
方
法
は
な
い
。
松
く
い

虫
の
対
処
療
法
は
伐
採
す
る

し
か
な
い
。
八
坂
神
社
の
松

な
ど
は
で
き
る
限
り
の
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

小
中
学
生
広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
は
、
来
年
10
回
目
を
迎
え
る
。

被
爆
者
が
年
々
減
少
す
る
中
、
原
爆
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

平
和
教
育
推
進
に
つ
い
て

須
藤
軍
蔵
議
員

質問趣旨
昨年、国連で核兵器禁止条約が採択され、ICAN（核兵器廃絶国際キャンペーン）が
ノーベル平和賞を受賞し、核抑止論や核の傘論など紆余曲折を経て大きく前進した。

核兵器のない平和な世界を願って

須
藤　
「
非
核
宣
言

の
村
」※
や
当
時
の
後
藤

二
雄
村
長
の
題
字
に
よ

る
「
非
核
平
和
の
碑
」

が
建
立
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
き
た
。
今

日
の
新
し
い
状
況
を
迎

え
て
平
和
に
対
す
る
村

長
の
想
い
や
決
意
の
程
を
伺

う
。村長　

村
は
、「
非
核
宣

言
」※
を
し
て
お
り
、「
平
和

首
長
会
議
」※
に
加
盟
し
て

い
る
。
平
成
22
年
か
ら
は
小

中
学
生
を
広
島
平
和
記
念
式

典
に
派
遣
し
て
い
る
。
当
然
、

核
な
き
世
界
を
望
む
と
考
え

て
い
る
。

※
非
核
宣
言
の
村

　

大
玉
村
は
昭
和
61
年
８
月
１
日
に

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」
の
宣
言

を
し
た
。

※
平
和
首
長
会
議

　

大
玉
村
は
平
成
21
年
に
平
和
市
長

会
議
へ
加
盟
し
た
。
平
成
25
年
に
平

和
首
長
会
議
へ
名
称
が
変
わ
る
。
現

在
は
１
６
３
国
が
加
盟
し
、
日
本
国

内
の
加
盟
都
市
数
は
１
７
３
０
都
市

で
あ
る
。

非核平和の碑（平成元年建立　商工会館前）

原爆ドームと燈
とう

篭
ろう

燈
とう

篭
ろう

流しを見学する小中学生

須
藤　

小
中
学
生
広
島
平

和
記
念
式
典
派
遣
事
業
※

の

成
果
と
感
想
を
伺
う
。

教
育
長　

多
感
で
み
ず
み

ず
し
い
感
覚
を
持
っ
た
小
中

学
生
に
感
想
を
聞
く
と
「
平

和
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ

た
」
と
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
帰
っ
て
き
て
い
る
。
平
和

教
育
を
進
め
る
う
え
で
極
め

て
意
義
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。

須
藤　

今
後
一
層
の
事
業

の
充
実
を
望
み
、
抱
負
を
伺

う
。村長　

広
島
派
遣
は
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。
来
年
は

10
回
目
を
迎
え
る
の
で
、
10

回
目
を
記
念
し
て
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
か
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

※
小
中
学
生
広
島
平
和
記
念
式
典
派

遣
事
業

　

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
の
代

表
６
名
が
、
毎
年
８
月
６
日
の
広
島

平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て
い
る
。

９
月
に
は
、
報
告
会
が
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
。
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一 般 質 問

質問趣旨
原発事故以降、再生可能エネルギーの重要性がより認識されて
いる。どのように村づくりに活かしていけるのか伺う。

質
問
趣
旨

県
内
で
も
高
齢
化
率
・
介
護
認
定
率
と
も
に
低
い
大
玉
村
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
と
新
た
な
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
支
援
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

再生可能エネルギーとこれからの村づくりについて
武
田
悦
子
議
員

公共施設の太陽光電池パネル

八坂サロン「嚥
えん

下
げ

体操」（９月19日）

武
田　

大
玉
村
が
取
り
組

ん
で
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

公
共
施

設
に
太
陽
光
発
電
を
導
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
用
と

し
て
太
陽
光
発
電
の
補
助
と

薪
等
ス
ト
ー
ブ
暖
房
用
設
備

の
補
助
を
進
め
て
い
る
。

武
田　

村
が
行
っ
て
い
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内

容
と
実
績
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

太
陽
光

発
電
の
設
置
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
公
共
施
設
８
施
設
、

平
成
22
年
度
か
ら
個
人
住
宅

２
５
５
戸
へ
の
太
陽
光
発
電

整
備
補
助
、
薪
等
の
暖
房
設

備
21
戸
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

武
田　

他
自
治
体
で
は
、

電
力
の
地
産
地
消
を
進
め
る

と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

大
玉
村
で
の
考
え
を
伺
う
。

村
長　

大
玉
村
で
は
人
口

や
財
政
規
模
か
ら
考
え
て
も

難
し
い
。
今
行
っ
て
い
る
補

助
金
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

武
田　

大
玉
村
の
介
護
保

険
認
定
者
数
、
サ
ー
ビ
ス
ご

と
の
利
用
者
数
、
施
設
入
所

待
機
者
数
と
今
後
の
認
定
者

の
推
移
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　

７
月
末

現
在
の
介
護
認
定
者
は
３
４

３
名
で
あ
る
。
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
１
７
４
名
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
９
名
、
施
設
利
用
者
は
１

０
３
名
で
あ
る
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
で
58
名
で
あ
る
。
今
後
の

認
定
者
数
は
、
平
成
31
年
３

４
８
名
、
平
成
32
年
３
５
６

名
、
平
成
37
年
３
９
６
名
と

推
計
し
て
い
る
。

武
田　

サ
ロ
ン
な
ど
高
齢

者
の
外
出
す
る
機
会
は
増
え

て
い
る
が
、
利
用
で
き
な
い

人
も
多
い
。
今
後
の
支
援
策

を
伺
う
。

村
長　

一
番
有
効
な
の
は
、

常
日
頃
の
地
域
の
結
び
つ
き

だ
と
考
え
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
相
談
し
な
が
ら
、

地
域
の
見
守
り
を
進
め
た
い
。

ま
だ
い
つ
か
ら
と
は
言
え
な

い
が
、
事
業
を
整
理
し
て
既

存
の
施
設
を
高
齢
者
用
の
施

設
と
し
て
活
用
し
た
い
と
計

画
は
し
て
い
る
。

武
田　

認
知
症
高
齢
者
の

徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明
者
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ

Ｓ
付
き
の
探
索
機
な
ど
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
大
玉
村
の
考

え
を
伺
う
。

村
長　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
索
機
は

何
種
類
か
あ
る
。
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
先
進
地
等
を
調
査
し
、

有
効
で
あ
れ
ば
早
急
に
導
入

し
た
い
。
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2018成人祭実行委員のみなさん

成人式2018おおたま成人祭

　委員長 ● 鈴木　康広
副委員長 ● 本多　保夫
　　委員 ● 佐原佐百合
　　委員 ● 松本　　昇
　　委員 ● 佐々木市夫
　　委員 ● 菊地　利勝

　

晩
秋
。
米
な
ど
の
収
穫
も

ほ
ぼ
終
わ
り
、
動
物
や
草
木

も
冬
を
迎
え
る
た
め
の
準
備

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
１

年
は
実
り
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
か
。

　

神
無
月
は
出
雲
に
神
々
が

集
ま
り
、
来
年
の
事
も
決
め

る
と
い
い
ま
す
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。

　

豊
か
さ
を
求
め
続
け
た
現

代
も
、
助
け
合
い
支
え
合
う

社
会
創
り
へ
の
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

家
族
を
想
う
よ
う
に
隣
人

を
想
う
こ
と
で
、
大
き
な
輪

が
で
き
る
年
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

 

（
鈴
木　

康
広
）

編
集
後
記

議会広報編集特別委員

　８月15日に成人式が行われまし
た。式典後の成人祭は、実行委員の
みなさんが自主的に企画、準備をし
て盛り上げました。

　新成人を代表して、成人祭実行委
員の３名にお聞きしました。

明日を担う新成人に聞きました！

新 成 の人 声

問い合わせ先…議会事務局　TEL.24－8103

12次の議会は　　　　月です

議会傍聴は、住所と氏名を記入するだけです。
役場２階の「傍聴人控室」においでください。

村政を知るよい機会です。
お気軽に傍聴してみませんか!!

齋
さ い と う

藤　　響
ひびき

 さん
　本日、無事成人を迎えることができ、
大変うれしく思います。成人になった
からには、人任せでなく自分から率先
して動き、自分の行動や発言に責任を
もって誰からも頼られる人になれるよ
う頑張っていきたいと思います。

菅
す げ の

野　有
ゆ き

希 さん
　今日、無事に成人を迎えること
ができ、うれしく思います。これ
からは自分のことだけでなく人の
ことも気遣うことができるよう、
精神的にも大人になれるよう頑張
りたいです。

野
の う ち

内　菜
な お

生 さん
　成人を迎えましたが、正直大人
になった実感はあまり湧きませ
ん。学生のうちにいろいろなこと
を経験し、学び、人の役に立つ人
間になれるよう、日々精進してい
きたいと思います。


